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府立扇町総合高等学校 

校長 川口 伊佐夫 

 

令和５年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

本校は、平成 13 年度に商業高校から総合高校に改編し、昨年度、扇町総合高等学校として、最後の入学生を迎えた。総合学科として６つ（令和２年度入学生から

は４つ）の系列と多くの選択科目を設定しており、生徒のニーズに応じた多様で柔軟な教育活動を行っている。主体的に学習に取り組むことで個性を伸ばし、将来社

会に貢献できる教養と技能を備える人材の育成をめざしている。 

 

１ 系列の特色を生かした学習 

大阪文化・環境科学・マーケティングデザイン・会計ビジネスの各系列の特色を生かし、進路選択と結びつけた確かな学力を育成すると共に、今後も時代の変

化やニーズに応じた学習形態や内容を実施する。 

２ キャリア教育の推進 

外部講師による実業教育講話、校外体験学習などを通して進路選択に繋げていく試みが功を奏し、生徒の多様な進路選択への対応が成果として表れている。 

現在、大学・短大・専門学校への進学者が毎年 80％を超えていることを踏まえ、進学に向けた進路指導体制をさらに充実させ、教職員の専門性を生かしながら

学習活動の大きな柱として引き続き取り取り組む。 

３ 確かな基礎学力の定着 

生徒がそれぞれの進路希望をかなえ自己実現を図るためには、確かな基礎学力を定着させることと並んで、興味・関心を拡げる発展的内容について探究し、 

深く理解する学びが不可欠である。家庭学習の習慣を定着させ、生徒の自学自習を促す段階的かつ継続的取組を行う。 

４ 「21 世紀型スキル」の習得 

学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」を通して、思考力・判断力・表現力を育成することが柱の一つとなっており、本校においても、生徒が身に

つけるべき所謂「21 世紀型スキル」を育成するための授業展開を行っていく。 

５ 生徒・保護者・地域の期待に応える学校づくり 

積極的な情報発信は欠かせない。学校ホームページや体験入学の充実など様々な手法を駆使しながら PR 活動に努める。また、地域と連携を深め、教育的・ 

社会的資源としても貢献できる学校づくりをすすめていく。 

 

２ 中期的目標 

１ 主体的な学習に向けた授業改善の推進 

（１）総合学科の系列の特色を生かした学習目標を明確にし、教育実践を展開する。 

（２）各教科において「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けて、アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善を研究し、生徒の興味関心を高め、

「わかる授業」を実践する。 

（３）「扇総生に身につけてほしい力」として、①挑戦力、②探究力、③対話力、④発信力、⑤想像力、⑥自他肯定力、⑦キャリアプランニング力を設定し

すべての教育活動を通じて、それぞれの力の育成を総合的に行う。 

（４）学校図書館の利用促進を図ると共に、生徒が主体的に読書活動を行い、発信するなどの機会を増やす。また、学習できる環境づくりを実施する。 

２ 自己肯定感の育成とキャリア教育の推進 

（１）進路保障のための組織的な補習体制を構築し、主体的な学習習慣の定着を進め、進学実績へと繋げる。また、個に応じたきめ細かい指導・支援を充

実させる。令和５年度には大学・短大・専門学校の進学率（実績値）を 85％にすることをめざす。（R２ 78.1%  R３ 83.0%  R４ 84.7%） 

（２）社会人としての規律を守り、マナーやモラルについて考えて行動できる生徒を育成する。 

（３）生命や人権を大切にする精神を養うとともに、自他を尊重しながら、より良い学校生活を構築するために、協力して部活動や生徒会活動等に取り組

む態度を育成する。 

３ 安全で安心できる学校の実現と社会の多様性を認識し、「人・社会」と繋がる力の育成 

（１）生徒の健康観を高め、社会の一員として公衆衛生の意義を理解し、校内外の美化や安全に向けて積極的に行動する態度を養う。 

（２）地域との交流を深め、積極的な情報発信により中学校・保護者への広報活動を一層強化する。 

 （３）時間外勤務時間の縮減を図るため、教職員への啓発と意識改革を図り、月 80時間を上回る教員を０名にする。（令和４年１月現在延べ４名） 

４ ICTの活用と整備 

（１）次世代の教育の情報化に向けて、ICTを活用した指導法などの教育内容の開発を行う。 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和５年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【学習指導等】 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、生徒の興味関心を引き上

げ、「わかる授業」を展開してきた。生徒アンケートによると、「他の学校

にはない特徴的な教育活動に取り組んでおり、新たな発見や興味を引き起

こす」という肯定的な評価が 92％あり、また、「多様な進路選択ができる

ような選択教科が提供され、進路実現や自主性を伸ばすことができる」と

いう肯定的な評価は 100％で高い支持を受けています。また、教職員アン

ケートでは「この学校では、少人数指導や参加体験型の学習を取り入れる

など、指導方法の工夫・改善に努めている。」の肯定的な評価は 98％にの

ぼり、指導力の向上が図れている。 

【生徒指導等】 

基本的生活習慣を確立し、体調管理や規範意識向上などに取り組み、生徒

アンケート肯定的回答も 81％（R４ 75％）であった。生徒問題の早期発

見に努め、担任･生活指導･支援教育担当･管理職が連携し、特別支援委員

南・西・扇町総合高校は再編により桜和高校と併置されていることから、学校運営協議会

は桜和高校と同一。 

 

第１回（６月 26 日） 

○R５年度学校経営計画について 

・教育現場の多忙化による教員志望者減にどう対応していくかが課題であり、働き方改革

を進めて魅力ある職場環境を整えていくことが重要ではないか。働き方改革を実行するに

は雰囲気づくりが大事なので、誰かがリーダーシップをとってやっていけばやりやすいと

思う。そのために職員会議の日を一斉退庁日にするなどの工夫によってノー残業デー等の

実施は可能である。また、業務の効率化をはかることにより教材研究や生徒に向き合う時

間ができ、それが結果的に生徒のためになっていくのではないだろうか。 

・クラブによる長時間労働の是正が急務である一方で、クラブ顧問をしたい先生のモチベ

ーションをどうしていくかが今後の課題である。 
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会やいじめ対策委員会など心理面や人間関係などに起因する様々な問題

に取り組み中途退学･転学防止を行った。部活動や学校行事も４校協力し

て実施し、目標どおりに生徒会中心の学校行事を行った。 

 

【進路指導等】 

専門性を生かし大学現役合格の進路希望を実現させ、進路実現や自主性を

伸ばすことができたでは 100％が肯定的評価であった。進路意識向上のた

めのキャリア教育等を行い、生徒アンケートで将来を考える機会があると

の評価は 88％であった。 

 

【校務運営等】 

ICTでは１人１台端末を活用し職員会議ペーパーレスや教職員研修会も実

施できた。働き方改革として部活動では適切な休養日を設定し、長時間勤

務の縮減に向け取り組み、月１回ノー残業デーを実施し、外部講師による

全体部活動日を設定して取り組んだ。 

 

・桜和２年の「教育ボランティア」の進捗状況はどうなっているのか。部活動に対するボ

ランティアも重要であるが、どうしても夏季休業中に限定されてしまう。中学校としては

運動会や文化祭の受付など様々な行事に参加してもらうとありがたい。 

 

第２回（11 月 20 日） 

・扇町総合高校の新聞探究という授業は大変すばらしい取り組みである。ネット社会にお

いて広域的に情報を得るという点で、新聞は優れている。新聞を読むきっかけにもなり、

いい経験をさせていただいた。学校教育自己診断アンケート等を通じて、子どもと話す機

会ができてありがたい。 

・南高校の英語探究科としての成果を見る場をつくっていただけないか。 

・桜和高校の教育探究で作成した「探究ＭＡＰ」を見たい。 

・STEAM 教育はこれからの教育で大切になってくる視点なので、遊びの部分を大切に取り

組んでほしい。校則を決めていくということに関しても、マイノリティやユニバーサルな

視点を大切に取り組んでほしい。 

・STEAM 教育の取り組みが委員会から降りてきているが、実際のところ困っている部分が

ある。どのように取り組んでいるか聞きたい。校則等のルールの見直しをしたことがある

が、生徒は固く考えがちなので、ルールは分かりやすくするのがよい。教育ボランティア

の授業の一環で本校（北稜中学校）に来てくれた。部活動や文化祭の受付などをしてくれ

たが、インターンシップのように１日学校にいるほうが、学校のことがよりわかるのでは

ないかと思う。 

 

第３回（２月 19 日） 

・授業参観を土曜日に設定してくれてはいるが、仕事で来られない保護者もいると思うの

で、一週間ほど授業参観期間を設けるなどの対応はどうでしょうか。 

・部活動等でも保護者同士の連携が取れたらいい。試合の応援などで部内の保護者と連携

が取れたら応援も盛り上がってよいと思う。 

・学校教育自己診断における「学校に行くのが楽しい」が肯定的な数字が出ているのは良

いことだが、否定的な数字が一定数いる。その理由を聞く項目はあるのか。また、その理

由も調べられたらどうか。 

・学校教育自己診断における保護者「子どもには、宿題等家庭学習の習慣がついている」

の項目の肯定的数値が他より低いということであったが、中学校からの状況や家庭環境等

もあることから、一概に低いから学校の責任であるとは言えないのではないか。それより

も学習がどう習慣化されたかということがわかればよいのではないか。 

・地域、保護者との連携をより深めていくことが今後の学校の課題であるということであ

ったが、地域との連携を子どもたちはどう感じていたのか。 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標〔R４年度値〕 自己評価 

１ 

主
体
的
な
学
習
に
向
け
た
授
業
改
善
の
推
進 

（１）系列としての独自性

を確立し、系列行事を充実

させるとともに、進路目標

に応じた学力の獲得を支

援する。 

ア、授業で扱う学習内容の精選と補習体

制の相乗効果で、大学など専門教育につ

ながる資格・検定取得率の向上を図る。 

各教科において系列の特性を生かし、資格・

検定合格率を向上させる。 

[R４ 危険物取扱者乙種４類 50%] 

[R４ 全商簿記２級 93%] 

[R４ STEP 英検準２級 47%] 

 

キャリア教育の推進により生徒・保護者向

け自己診断において「選択した科目で、自

分の進路選択につながった」という肯定的

回答を 85%以上にする。[R４ 86%] 

 

生徒・保護者向け自己診断において「プレ

ゼンや商業実習、検定試験等への挑戦力が

身についた」という肯定的回答を 80%以上

にする。 [R４ 76%] 

 

[危険物取扱者乙種４類 ０%] 

[全商簿記２級 ０%] 

[STEP 英検準２級 88%]（〇） 

全商簿記２級の受験者はいなかったもの

の、日商簿記２級合格者が３名でた。 

 

 

「選択した科目で、自分の進路選択につ

ながった」の肯定的回答〔生徒 65%〕 

（△） 

 

 

「挑戦力が身についた」という肯定的回

答〔生徒 81%〕（○） 

 

 

 

イ、定期考査前には土曜自習室として会

議室を開放し、常に進路を意識した学習

ができる環境を確保する。 

自主的な学習機会を設けるため、土曜自習

室を年５回実施する。 [R４ ０回] 

土曜自習室を実施〔15 回〕（◎） 
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ウ、教員と生徒、および生徒同士で双方向

での意見交換や体験型学習を積極的に取

り入れ、生徒が主体的に発表を行えるよ

うな知識を習得できる授業を実践する。 

将来を見すえた自主性・自立性を育成する

ため、生徒が企画・運営する校内発表会を

年１回以上、校外発表会を年１回以上実施

する。 

[R４ 各系列校内発表１回] 

[R４ 各系列校外発表０回] 

校内発表会を年１回以上、校外発表会を

年１回以上実施した。 

〔総合学科発表４回〕（○） 

エ、各系列の特色をしたフィールドワー

ク等を実施するなど、系列独自の様々な

取り組みを行うとともに、課題等を発見

し、発信する力を養う。 

専門性の学びを深化させ地域・大学・企業

と連携し、系列のイベントを年２回以上実

施する。 

[R４ 大阪文化系列       ３回] 

[R４ 環境科学系列     １回] 

[R４ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ系列 ３回] 

[R４ 会計ビジネス系列   ５回] 

地域・大学・企業と連携し、系列のイベ

ントを実施〔総合学科８回〕（○） 

オ、進路指導部や各学年とも連携して課

題を提示し、自宅学習の習慣化、基礎学力

の定着を図る。また、補習等を通して大学

入試にも対応できる学力の向上をめざ

す。 

外部模試において受験機会を年 10 回以上

設ける。 [R４ ３年 13 回 ２年３回] 

外部模試を実施〔６回〕（△） 

（２）各教科において「主

体的、対話的で深い学び」

の実現に向けて、アクティ

ブ・ラーニングの視点に立

った授業改善を研究し、生

徒の興味関心を高め、「わ

かる授業」を実践する。 

ア、本校生に必要な知識及び態度を再度

確認し、それを授業で実現していくため

の教育内容を検討する。 

 

教育活動の体系化・継続化を図り、教科主

任会を年６回以上開催する。 

[R４ ６回] 

教科主任会を開催。〔３回〕（△） 

 

イ、教材を精選、工夫することにより、学

習に取り組む意識を引き出し、基礎学力

の定着を図る。また、教科によっては、習

熟度別にクラスを編成し、基礎学力の向

上をめざし、発展的内容に自ら挑戦する

意欲を身につけさせる。 

確かな学力の育成のため課題や確認テスト

を月１回以上実施する。[R４ 月１回] 

 

生徒・保護者向け自己診断において「多様

な進路選択ができるような選択教科が用意

され、自分の学びたいことを学べ、進路実

現や自主性を伸ばすことができる」という

肯定的回答を 80%以上にする。 

[R４ 79%] 

課題や確認テストを実施〔月１回〕（○） 

 

 

「多様な進路選択ができるような選択教

科が用意され、進路実現や自主性を伸ば

すことができる。」の肯定的回答 

〔生徒 100%〕（○） 

「学校は、他の学校にない特色ある教育

活動に取り組んでいる。」の肯定的回答

〔保護者 98%〕（○） 

（３）統合に伴う作業を円

滑に行い、蔵書の精選･管

理と生徒および教職員が

利用しやすい図書館運営

を推進する。 

図書委員会の活動を活発

にし、生徒の責任感、主体

性、発信力等を育成する。 

ア、図書委員会活動をさらに活性化させ、

カウンター業務や図書館整備など図書館

の利用促進についても、生徒が主体的に

アイデアを出して取り組めるようにす

る。 

図書委員が中心となって読書会を企画し

実施する。 

各クラスの図書委員に図書当番を割り当

て、読書会等を年２回以上実施する。 

[R４ ビブリオバトル １回、読書会 ０回] 

各クラスの図書委員に図書当番を割り当

て、図書館新聞において生徒コメント欄

を作成し読書の推進を図った。〔新聞年２

回〕（○） 

２ 

自
己
肯
定
感
の
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

（１）社会人としての規律

を守り、マナーやモラルに

ついて考えて行動できる

生徒を育成する。 

 

 

ア、朝の校門指導等、学校生活全般を通し

て、あいさつ、言葉遣い、身だしなみの大

切さを意識させる。また、規範意識を理解

させ、より安心安全で平和な学校づくり

をめざす。 

体育祭、文化祭等を通して、生徒一人一人

が主体的に行動する機会を増やし、生徒

会活動をさらに活性化させる。 

また、社会に貢献できる人材として成長

させるために、自らの意見をしっかりと

伝える発信力の育成をめざす。 

基本的生活習慣を確立し、遅刻者数につい

ては前年度を下回るようにする。 

[R４ 381 名 R３ 410 名 R２ 496 名] 

 

 

生徒会執行部を中心として、自主性・自立

性を育成するため学校行事の企画・運営を

行う機会を年３回以上実施する。[R４ ３

回] 

 

キャリア教育を計画的に進め、生徒・保護

者向け自己診断において「キャリアプラン

ニング力が身についた」という肯定的回答

を 80％以上にする。[R４ 72%] 

 

遅刻者数〔前年比 45%増（838 件）〕（△） 

 

 

 

 

体育祭、文化祭、新入生クラブ紹介にお

いて生徒会活動〔年３回〕（○） 

 

 

「将来の進路や生き方について考える機

会があり、キャリアプランニング力が身

についた。」の肯定的回答〔生徒 88％〕 

「学校は、将来の進路や職業などについ

て適切な指導を行っている。」の肯定的回

答〔保護者 96%〕（○） 

（２）自己理解を深めるこ

とで進路意識を高め、より

主体的な進路決定ができ

るよう支援する。 

また、早期より進路実現を

イ、生徒の進路希望に対応した説明会や

講義、講演会を行う。１年次には大学等へ

の見学会、２年次には分野別模擬授業を、

３年次には校外において大規模な進路説

明会を実施する。 

キャリア教育の推進を図り、進路希望に応

じたガイダンス・分野別説明会等の取り組

みを年５回以上行う。[R４ ９回] 

進路希望に応じたガイダンス・分野別説

明会等の取り組みを年５回以上行った。 

（○） 
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めざした学習が行えるよ

う、支援する。 

さらに、卒業後の進路を見

据えた上で「生徒に身につ

けさせたい能力」を身につ

けられるような指導を考

える。 

ウ、各学年に対応した外部模試や講習会

を数多く開催し、生徒の進路実現のサポ

ートを行う。特に面接指導や小論文指導

などでは本校教員だけでなく外部講師を

招いた指導も行う。 

実力テストを年２回以上実施する。 

[R４ ３年 ２回 ２年２回] 

小論文添削指導を年２回以上実施する。 

[R４ ３年 １回 ２年３回] 

 

面接試験を受験する生徒に対し、２回以上

の個別指導を行い、学力検査を受験する生

徒には３回以上の模擬試験を受験するよ

う指導する。[R４  平均６回] 

 

実力テストの実施〔年２回〕（○） 

小論文添削指導の実施〔年１回〕（△） 

 

 

 

面接練習〔平均７回〕 

模擬試験〔年６回〕（○） 

エ、保護者を対象とした進路説明会など

を実施し、生徒だけでなく保護者に対し

ても進路意識の向上を促す。特に保護者

に対しては、奨学金制度の説明を含めた

学費の問題に力を入れる。 

保護者対象進路説明会を年１回以上行い、

生徒の進路意識の向上に対し協力を促す。 

[R４ ３年１回  ２年 １回] 

 

保護者対象進路説明会を実施〔年１回〕 

（○） 

３ 

安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
の
実
現
と
社
会
の
多
様
性
を
認
識
し
、
「
人
・
社
会
」
と
繋
が
る
力
の
育
成 

（１）安全で安心できる学

校の実現と、「よりよい社

会」を作ることに貢献する

人材の育成をめざし、その

基盤となる生活習慣と態

度を身に付けさせる。 

ア、清掃活動や、環境委員の清掃場所巡視

の活動、呼びかけにより、環境を守る意識

の醸成を高める。 

 

衛生管理の取り組みを進め、環境委員会と

して清掃場所巡視を月に２回以上行う。 

[R４ 月２回] 

校内巡視を実施〔月２回〕（○） 

 

イ、生徒が主体となる活動を通じて健康

に関する意識を高め、安全、安心できる

学校になるようなリーダーの育成を行

う。 

保健・安全に関する指導を徹底し、学校保

健委員会を年１回以上開催する。 

[R４ １回] 

学校保健委員会を実施〔年１回〕（○） 

 

ウ、各系列に応じて時事問題や視聴覚教

材を取り入れることで、さまざまな視点

で事象を捉える力を養う。 

外部団体が実施する作文コンクールなど

に年５回以上応募する。[R４ ５回] 

作文コンクールに応募〔０回〕（△） 

 

エ、部活動を中心に、地域の各種イベント

等へ積極的な参加を行い貢献すること

で、さらに「地域に根づき、密着した学校」

として認知されることをめざす。また、北

区で唯一の公立高校として北区役所との

連携を深め、北区はもとより大阪市全体

に貢献できるよう、ボランティア清掃活

動などの諸活動も推進する。 

 

地域と連携を図り、地域行事に積極的に参

加する。すべての部活動の中から、年間 20

回以上の地域連携活動を行う。[R４ 20 回] 

吹奏楽部、ダンス部、バトン部は天神橋

筋商店街秋祭りのイベントや OAP 主催の

イベント等に参加〔年 20 回〕（○） 

（２）生命や人権を大切に

する精神を養うとともに、

自他を尊重しながら、より

良い学校生活を構築する。 

ア、いじめを許さない学校づくりをめざ

す。いじめについて考える日を設定し、講

話などを行う。また、いじめアンケートな

どを通して生徒の実態を把握し、適宜い

じめ防止委員会を開催する。 

生徒理解といじめの実態把握のため、いじ

めアンケートを年３回実施する。 

[R４ ３回] 

 

生徒・保護者向け自己診断において「自他

肯定力が身についた」という肯定的回答を

80％以上にする。[R４ 71%] 

いじめアンケート実施〔年３回〕（○） 

 

 

 

「自他肯定力が身についた」の肯定的回

答〔生徒 88%〕（○） 

 

イ、講演会などを通じて、生徒がさまざま

な人権問題について感じ、考える機会を

設ける。他の分掌とも連携し、より効果的

な行事の在り方をめざす。また、教職員向

け人権研修の企画に協力し、情報収集と

外部調整を行う。 

 

・人権感覚を高め、人権意識を見つめ直す

ため生徒向け人権講演会等を年１回実施

する。[R４ 生徒向け ３年１回 ２年１回] 

・教員向け人権研修会を年２回実施する。

[R４ 教職員向け ２回] 

 

人権講演会を実施 

〔生徒１回 教職員２回〕（○） 

 

ウ、校外の人権研修会に参加するなど、さ

まざまな人権に関する新しい情報を収集

し、委員会で共有・活用する。 

・人権教育を計画的かつ総合的に推進する

ため、人権教育に関する校外研修に 10 回以

上参加し基本的姿勢の形成に努める。 

・校内の人権教育委員会を年間２回以上開

催し、組織的な対応に努める。 

[R４ 校外研修 10 回 校内人権委員会３

回] 

 

人権教育に関する校外研修〔10 回〕 

校内人権教育委員会〔２回〕（○） 

（３）ノー残業デイの徹底 ア、時間外勤務時間の縮減を図るため、教

職員への啓発と意識改革を行う。 

業務分担の見直しや適正化、ノー残業デイ

実施や全校一斉定時退庁日を設定し、在校

時間の縮減を進め、月 80 時間を上回る教員

を０名にする。[R４ ４名] 

全校一斉定時退庁日の実施〔毎週水曜日〕 

月 80 時間を上回る教員〔５名〕（△） 
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４ 
I
C
T

の
活
用
と
整
備 

（１）ICT 機器の整備を行

うとともに、次世代の教育

の情報化に向けて、ICT を

活用した指導を推進する

とともに、生徒のプレゼン

テーション能力の育成を

する。 

ア、自分の考えや主張を表現するための

語彙力や表現力をつける。また ICT 機器

を活用し、校内外で積極的にそれらを発

信する機会を設ける。 

近畿地区総合学科研究大会、英語スピーチ

コンテスト、生徒商業研究発表大会等の校

外での大会で年２回以上発表を行う。 

[R４ ２回] 

 

生徒・保護者向け自己診断において「発

信力が身についた」という肯定的回答を

70％以上にする。 [R４ 63%] 

第 39 回全国高等学校簿記競技大会、個人

の部で大阪府代表となり全国大会出場 

（○） 

 

 

自己診断において「授業で自分の考えを

まとめたり、発表する機会があり、発信

力が身についた。」の肯定的回答〔生徒

85%〕（○） 

イ、ICT 教材を積極的に活用し、暗記偏重

にならないように体験を通して自ら思考

する学習を促す。 

さらに、ICT 機器を活用し、生徒同士が適

切に表現したり伝えあったりすることが

できる、対話力や発信力の向上につなげ

る。 

ICT の効果的な活用を推進し、グループワ

ークなど生徒による協働学習を行い、プレ

ゼンテーションなど発表機会を設け、自主

的に思考する学習を行う。 

 

生徒・保護者向け自己診断において「授業

において自分の考えをまとめ、発表する機

会がある。」という肯定的回答を 80%以上に

する。[R４ 肯定的回答 78%] 

 

生徒・保護者向け自己診断において「探究

力が身についた」という肯定的回答を 80％

以上にする。[R４ 70%] 

 

生徒・保護者向け自己診断において「対話

力が身についた」という肯定的回答を 90％

以上にする。 [R３ 84%] 

自己診断において「授業などでコンピュ

ータ等の ICT 機器が活用されている」の

肯定的回答〔生徒 88%〕（○） 

 

 

自己診断において「授業において自分の

考えをまとめ、発表する機会がある。」の

肯定的回答〔生徒 85%〕（○） 

 

 

自己診断において「与えられた知識に満

足することなく、自ら問いを立て、思考

し、答えが一つでない課題を解決しよう

とする探究力が身についた。」の肯定的回

答〔生徒 73%〕（△） 

 

自己診断において「学校等で、他の人と

協力し合うことができる。」の肯定的回答

〔生徒 100%〕（◎） 

 

 

ウ、既存の ICT 機器の改善を図り、生徒

の学習環境の整備を充実する。 

ICT 機器や視聴覚機器を効果的に活用し、

授業の改善を図る。 

 

教職員アンケートにおいて、ICT 教育につ

いて肯定的回答率を 100％にする。 

[R４ 教職員肯定的回答 100%] 

 

校務運営において ICT 化を推進し、校内組

織を ICT 化し、検討会議を年３回以上実施

する。 

 

 

 

自己診断にとい「コンピュータ等の ICT

機器が、授業などで活用されている」の

肯定的回答〔教員 100％〕（◎） 

 

教職員連絡に ICT を活用し、業務の効率

化を図った。また教職員 ICT 研修を年３

回実施。（○） 

 

 


